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１．近年の本市の人口の状況

◼ 本市の人口は、第1期あらお創生総合戦略を策定したH27以降においても減少傾向が継続しており、R5.10.1現在で48,821人と、計画終期(R7)の目標人口

51,000人を下回っている【図１】。人口増減率は、近隣市町と比較して中程度の水準であり、長洲町や玉名市では外国人人口の増加がみられる。【図２】。

◼ 合計特殊出生率は、R7に2.0という目標に対し、R4は1.34と減少傾向にある。出生数は、H30は436人だったのに対し、5年間で約140人減少し、R5は293人と

なっている。R4とR5を比較すると13人増加している。人口移動については、社会減（転入－転出）は、R5には▲184人と、転出超過が大きくなっている【図３】。
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推計人口 52,967人 52,424人 51,930人 51,325人 50,792人 50,124人 49,528人 48,821人

純増減 ▲440人 ▲543人 ▲494人 ▲605人 ▲533人 ▲708人 ▲596人 ▲707人

自然動態 ▲291人 ▲304人 ▲307人 ▲394人 ▲383人 ▲438人 ▲541人 ▲523人

（出生数） 428人 412人 436人 346人 347人 328人 280人 293人

（死亡数） 719人 716人 743人 740人 730人 766人 821人 816人

出生率 1.79 1.87 1.79 1.62 1.58 1.51 1.34 未公表

社会動態 ▲149人 ▲239人 ▲187人 ▲211人 ▲150人 ▲270人 ▲55人 ▲184人

（転入者数） 1,728人 1,676人 1,748人 1,757人 1,627人 1,392人 1,635人 1,587人

（転出者数） 1,877人 1,915人 1,935人 1,968人 1,777人 1,662人 1,690人 1,771人

人口ビジョンの進捗状況 １

【図３】 荒尾市の自然動態・社会動態の推移（熊本県推計人口）

【図２】 人口増減率の推移(熊本県推計人口、福岡県人口移動調査)
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【図１】 荒尾市の総人口と人口構造の推移（熊本県推計人口）



１． 切れ目のない充実した子育て環境をつくる

政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ２

目標では、R4年は1.99としていたが実績は1.34と、全国(1.26)よりは高かったものの、熊本県(1.52)を下回る結果となり、H29から減少傾向にある。出生数も直近のピークのH30年の
436人から約140人減少している。本市の人口構造を見てみると、R5年時点で20代の人口が男女とも少ないことや、婚姻件数が減少していることもあり、出生数が減少していると考える。
出生数の減少に歯止めをかけるため、R6年2月に総合計画を改訂し、「こどももみんなも笑顔でいられるまちをつくる」を横断的目標として掲げ、少子化対策を強化した。若い世代にとって魅
力的なまちづくりを行いつつ、子育て世帯に必要な経済的支援や仕事と家庭の両立支援などに係る事業案を検討していく。

R4年に引き続き、目標は達成できている。R5年まちづくりアンケートの結果から、荒尾市で子育てをしたいと思わない市民の割合は16.4％であり、その理由をみると、「子どもの教育環境が
充分でないから」が最も多く、次いで「子育て支援サービスが充分でないから」、「公園や児童館など子どもが遊ぶ場所が少ないから」が主な理由として挙げられている。子育てで充実するとよいと
思う事柄としては、「子育てに係る経済的支援」が最も多く、次いで「市内高校の活性化」や「塾や習い事等の学習環境」が高くなっている。小中学校の児童生徒全てにタブレット端末の配付
や授業改善アドバイザーによる派遣指導など教育環境も整えられてきている。
今後も、妊娠から出産・子育てに至るまでの市民のニーズを把握し、経済支援や教育の魅力向上など切れ目のない充実した子育て環境づくりを行っていく必要がある。

【数値目標の考察】

合計特殊出生率

荒尾市で子育てをしたいと思う市民の割合

【数値目標の達成状況】 指標名 年度別 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

実績値 1.87 1.79 1.62 1.58 1.51 1.34

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 65.3 70.8 69.3 68.1 75.2

荒尾市で子育てをし

たいと思う市民の割

合

　　　（％）

目標値 ー 66.0 66.8

合計特殊出生率

67.3%76.3%80.2%82.7%91.8%ー達成率

67.6 68.4 69.2

達成率 ー 107.3% 103.7% 100.7% 110%

1.991.981.971.961.95ー目標値 2.00

70.0



１． 切れ目のない充実した子育て環境をつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ３

１ 若い世代の結婚願望の実現

会員数、会員間成婚者数ともに、目標は達成できた。福岡県での女性向けイベ
ントや熊本市でのライフデザインイベントなどで結婚を意識する層が参加するイベント
へ積極的に出展したことが成果につながったと考えられる。

達成率

結婚サポートセンター会員数

結婚サポートセンター会員間成婚者数

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

130%

110%2,814人 3,084人

84組 109組

２ 妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

目標を達成できたのは、妊娠期から出産期における切れ目ない支援体制を構築
することで、産後の介入を可能とし、助産師による産後ケアや保健師の継続的な
支援を実施したことが成果につながったと考えられる。
また、R5年度から開始した伴走型相談支援事業では、妊娠届出時・妊娠8か
月前後・出生後に面談を行い、出産・子育て応援給付金と組み合わせ、妊婦・子
育て世帯のニーズに即した支援を行うことができた。他にも、父親の育児参画を促
すため、プレパパクラスを実施し、R5年度から簡単に実施できる料理をまとめたパン
フレットを作成し、家事技術に関する内容を充実させ、育児参加の促進につながっ
たと考えられる
R6年度からは一般不妊治療費助成の所得制限を撤廃するとともに、特定不妊
治療費も助成を開始する。
引き続きそれぞれの事業について周知を図り、個々のニーズに合わせた支援を実
施する。

子育て世代包括支援センターの認知度は、R2年度から事業を開始したものの思
うような認知度向上には結びつかなかった。母子保健事業の充実や継続的な支援
体制構築の成果もあり、R4年度(29.8％)からは約10ポイント上昇した。
今後は、法改正により、母子保健と児童福祉が一体的に支援を行う「こども家庭
センター」を設置し、子育て家庭に対する相談支援を充実させるとともに、各事業を
とおして周知を行うことで認知度向上を図る。
妊娠届出から始まる関わりの中で把握した特定妊婦、要支援妊婦、出産後の
要支援児童等について、母子保健担当と児童福祉担当が連携・協同し、適切な
時期に必要な支援を実施できるよう情報共有を密に行いながら、取り組んでいく。

達成率

子育て世代包括支援センターの認知度 45% 38% 84%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

母子保健事業に満足している人の割合 59% 66.4% 113%



１． 切れ目のない充実した子育て環境をつくる

政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ４

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

３ 子育てしやすい環境づくり

18歳までの医療費無償化（R5年10月～）や小学校給食費の無償化等の様
々な支援事業を行っているが、未だ子育て世帯の経済的負担が大きいと感じる市
民の割合が多く、R4年度より14.4ポイント上昇しており、目標達成できなかった。
経済的理由によって義務教育の就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対
して援助を行う「就学援助制度」については、広く周知をしR5年度は、632人（R4
年度から37人増）に対し援助を行った。
R6年度から所得制限なしで第2子以降の保育料の無償化を開始した。
今後も、就学援助制度の周知を強化していくとともに、援助費目、援助額等を見
直していくことで、引き続き子育て世帯の経済的負担の軽減を図っていきたい。

保育所・認定こども園等の待機児童数はR4年度に引き続き、0人と目標を達
成できた。引き続き保育士家賃補助金等の事業実施により、保育士の確保に努
める。また、社会の動向等を注視しつつ、保育ニーズの変化に応じた保育体制の
整備について検討していく。
R5.5.1時点で、学童保育の待機児童数は81名となっていたが、その後、加入
辞退や途中退会の申出による繰り上げ加入を進めたことにより、R6.3月末時点で
は4名まで減らすことが出来た。放課後児童クラブのニーズ増加を受け、R6年度か
ら新たに中央小校区にシオン園保育所学童クラブくるみの実を開設し、万田学童
クラブ及び清里小放課後児童クラブの定員増加を行うことで、待機児童の解消を
図る。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

待機児童数 0人 0人 100%

学童保育の待機児童数 0人 81人 ー

４ 魅力ある教育環境の実現

授業改善アドバイザー事業では、県の学力向上支援事業と連携し、特に中学校
の授業改善、学力向上を強化し、R4年度と比較して、全国平均との差が縮まる傾
向がみられた。しかし学力調査の正答率に十分に反映できていない。要因として、学
力の定着につながる基礎・基本の確実な定着の不足や家庭学習の不十分さがある
。授業へ取り組む姿勢は十分身についているので、今後は基礎基本の確実な定着
とあわせて家庭学習と連結する授業づくりに取り組む。

小学校・中学校ともに目標を達成できなかった。各学校で子どもが主体となる授業
【全員参加型】「あらおベーシック」の推進、道徳教育の充実を図ってきたものの、取
組が不十分であり、効果が上がらなかったと考えられる。今後は、ゴールの姿は自立
する子どもの育成という共通理解のもと、さらに、一人一人の個を認め、褒め、励まし
、伸ばす教育を中心に達成感や成就感を味わえるよう、授業改善アドバイザーによ
る授業改善の取組の充実、道徳的価値を理解するため道徳教育の充実、体験活
動の充実を図る。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

全国学力学習状況調査（小学校） 全国平均以上
全国平均以下

国129.7市118
ー

全国学力学習状況調査（中学校） 全国平均以上
全国平均以下

国120.8市105
ー

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

自分にはよいところがあると思う児童生徒の

割合（小学校）
全国平均以上

全国平均以下

国80.0市73.1
ー

自分にはよいところがあると思う児童生徒の

割合（中学校）
全国平均以上

全国平均以下

国83.5市74.9
ー

達成率

学校運営協議会等における学校の教育環境の

整備・充実についての評価点数
3点以上/4点 3.31点 100%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

目標を達成できたのは、R4年度に、市内全校がコミュニティ・スクールとなり、各学
校における学校運営委員会の活動が充実してきたことが成果につながったと考えら
れる。また、ICT環境や施設改修の整備が効果を上げてきている。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

希望の子ども数を持てない理由として「子育て

や教育にお金がかかりすぎるから」を挙げる人

の割合

29% 41.1% 71%



２． 誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる

政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ５

R5年度の実績値について、前年度に比べると3.8ポイント増加したが、目標値は依然として下回っている。R2年度からR4年度までは、新型コロナウイルス感染予防の観点から、市民が地域
活動を自粛することが多かったが、R5年5月8日から新型コロナウイルス感染症の位置づけが「5類感染症」に移行したことで、少しずつ地域活動に参加している市民の割合が増加傾向にある。

R5年度の実績値について、男女ともに前年度実績値と同じ数値であり、女性は目標値を上回ることができたが、男性は目標値を下回った。今後も保健事業の効果的な推進を図り、市民
の自立期間の更なる向上を目指す。

【数値目標の考察】

何らかの地域活動に参加している市民の割合

平均自立期間（日常生活動作が自立している期間の平均）

【数値目標の達成状況】
指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 42.1 43.3 43.1 43.9 47.7

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 78.9 79.2 79.4 79.1 79.1

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 83.8 83.6 83.8 84.3 84.3

84.2 84.4

達成率 ー 100.3% 100.4% 99.9% 99.7%

目標値 ー 83.9 84.0 84.1

達成率

79.5平均自立期間（日常

生活動作が自立して

いる期間の平均）

　　（男性/年）

目標値 ー 79.0 79.1

達成率 ー 91% 81.2% 75% 74.5%

75.058.5何らかの地域活動に

参加している市民の

割合

（％）

目標値 ー 47.6 53.1

79.2

64.0 69.5

84.3平均自立期間（日常

生活動作が自立して

いる期間の平均）

　　（女性/年） ー

79.3 79.4

99.6% 99.8% 100.2% 100.1%



政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ６

２． 誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

１ 健康長寿社会の実現

10～40代の受けていない人の理由は「忙しくて受ける時間がないから」となってお
り、健診の重要性の啓発や、受診しやすさの向上が課題である。
今年度は子宮頸がん検診と乳がん検診に関して、対象者の拡充や実施医療機
関の広域化で、市民が受診しやすい環境づくりを行う。また、R5年度に血糖測定
器を装着してもらい行動変化があるか検証する事業を開始した。R6年度も継続し
、対象者を増やしていく。更に、先進技術やデジタルを活用した疾病予防・健康行
動促進・データヘルスによる地域医療の質向上等により、健康的な生活習慣への
行動変容を促し、健康寿命の延伸と健康格差の解消を実現し、ウェルビーイング
の向上を目指す。
今後も、医療機関と連携した勧奨に力を入れ、受診率の向上を図っていく。

食生活改善推進員と連携し、生涯の健康につながる食の啓発や、世代に応じた
食育事業を実施したが、目標は達成できなかった。
ただし、若い世代の朝食摂取状況は、半数が毎日食べているため、若い世代への
食育推進の成果は出ている。
今後は、生活習慣病予防に重点を置き食育推進を行う。

救急医療対策としては、目標の年間を通し、夜間・休日等の救急医療体制を
確保することが出来た。市民がいつでも安心して医療を受けられる体制を維持する
ため、医師会・歯科医師会・薬剤師会等と密に連携を図り、在宅当番医・平日夜
間救急輪番医事業に取り組んだことが成果につながったと考えられる。

達成率

保健・医療体制に対する満足度 71% 72.4% 102%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

達成率R5実績

毎年健康診断や人間ドックを受けている人の割

合
70% 69.2% 95%

重要業績評価指標（KPI） R5目標

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

栄養バランスを考えて食べる人の割合 60.4% 34% 56%

２ 地域共生社会の実現

地区公民館の介護予防拠点整備等により介護予防活動として体操等の活動や
、いきいきサロンを実施している。これらの介護予防活動が充実し成果につながり、目
標を達成できた。また新型コロナウイルスの影響により介護予防活動ができなかった
地区公民館が5月に新型コロナウイルスの取り扱いが5類に引き下げられ、活動が再
開できたため、R4年度よりも実績が上昇した。
R5年時点では42カ所の介護予防拠点が整備されている。今後も介護予防活動
の推進を行う。

目標は達成できなかったが、「どちらかといえば理解や関心がある」と答えた割合まで
含めると、87.6％となっており、昨年度の87.0％よりも若干ではあるが上昇している。
障がい者（児）への障がい福祉サービスを提供することにより、住み慣れた地域で
の生活の継続や社会参画の促進への後押しができている。
また、障がいに関する周知啓発については、12月の「障がい者週間」に合わせた広
報あらおへの記事掲載や、防災フェスタ・人権フェスティバルでの障がいに関する理解
促進コーナー設置により行ったことにより、障がいに関する理解促進に寄与したと考え
る。
今年度は、広報あらおに障がいに関するマークを周知するコーナーの連載を実施。
今後も様々なツールを用いて、障がいに関する周知啓発を行い、周囲の理解促進を
図っていく。

達成率

障がいへの理解や関心があると回答した市民の

割合
50% 24.1% 48%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

達成率

地域住民互助による買物支援・見守り支援等の

日常生活支援サービスの行政区単位における実

施率

55% 78.4% 143%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績



政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ７

２． 誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

３ 生涯学習の推進

市立図書館は、移転前より大幅に増えているものの目標には至っていない。2年目
を迎え、利用者の中で“読書”の定着が図られてきている。
また、電子書籍の貸出は小・中学児童生徒・教職員を中心にR4年度より増加し
ている。更なる満足度の向上や利用者増につながる取組が求められる。
中央公民館も目標を達成することができなかった。
新たな講座やイベントを行い、R4年度より利用者数は増加したが、R元年度以前
の利用者数までには回復できていない。
今後は、市民ニーズや地域課題をとらえながら事業展開を図っていき、講座自体
の質を重点的に改善し、来館者数の増加を図る。

男女どちらとも目標を達成することができた。スポーツをはじめとする日常的な運動
習慣は、食習慣や喫煙などとともに、生涯にわたる健康と深く関わっており、スポーツを
通した健康・市内各地区において巡回スポーツ教室等を開催しており、生活習慣病
の予防や改善をはじめ、健康づくりや体力の維持増進を図っている。

新型コロナウィルス感染症が５類に移行したことにより学校行事等が復活し、地
域住民と子どもたちが直接交流できる機会が増えたことが目標達成につながった。

達成率

市立図書館来館者数 298,947人 228,016人 76%

中央公民館来館者数 43,882人 30,993人 71%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

達成率

103%

運動習慣がある人の割合（女性） 46% 46% 100%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

運動習慣がある人の割合（男性） 59% 61%

達成率

107%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

学習支援ボランティア延べ人数 27,384人 29,361人

２ 地域共生社会の実現

社会福祉協議会に委託したアウトリーチを含む早期支援等の支援や、ひきこもり・
社会的孤立した者をはじめ、生活・経済面など様々な不安を持つ者、その家族・関
係者からの相談窓口として、生活相談支援センターを開設し、適切な支援を提供、
必要に応じ、他機関との連携しながら、対象者への自宅訪問等も積極的に実施し
たことなどが、目標達成につながったと考えられる。
また、自殺防止対策でR5年度はLINE等の相談窓口の周知を行った。今後も、
相談先の周知やゲートキーパーの養成等を行っていく。

達成率

友人、同僚、その他社会団体の方などとの交

流がないと回答した市民の割合
13.5% 6.9% 196%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

「人権フェスティバル」や「人権問題講演会」、「男女共同参画フォーラム」を開催
し、さまざまな人権問題の解消に向けての人権啓発に取り組んだが、目標を達成で
きなかった。
他にも、市職員に対して性的少数者に対して正しく理解するため「性的マイノリテ
ィへの理解を深める」とした職員研修を実施し、市職員の正しい知識と理解に努め
た。
今後も「人権フェスティバル」や「男女共同参画フォーラム」などさまざまなイベントを
開催し、啓発活動に取り組み、市民への理解を深めてもらうとともに、性別や障が
いの有無などに関わらず、多様性を尊重しあえる地域社会の実現を目指し、目標
を達成していきたい。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

普段から性別や障がいの有無などに関わらず相

手を尊重し接していると回答した市民の割合
100% 93.8% 94%



３． 雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる

政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ８

人口減少に伴い労働力人口が減少する中においても当初の数値（15,000人）をキープすることを目標としているが、R3年経済センサスにおける、公務を除く市内の従業者数は14,748
人で、目標の15,000人を下回っている。人口の減少に伴い、今後益々、労働力人口が減少していくことが予想されるが、工場等を誘致できる用地を確保し、雇用の受け皿となる魅力ある企
業を誘致するとともに、学生を中心に地元企業のイメージを広く伝えて地域内での雇用の促進に繋げていく必要がある。

R2年度は、新型コロナウイルスの影響から企業所得が大きく減少したが、R3年度においては、おおむね回復している。これは、コロナ対策の各種支援策等が影響しているものとみられ、一定
の成果が出ていることが確認できる。
市町村民所得は、人口減少に伴う労働力の減少が進む中において今後低減することが見込まれるため、限られた労働力の中で、働き手の減少を上回る効果的な生産性の向上を図る必
要がある。また、企業所得が伸びていくよう、引き続き企業誘致や創業支援、商業振興に力を入れて取り組んでいく。

【数値目標の考察】

市内の従業員数

一人当たりの市町村民所得

【数値目標の達成状況】

指標名 年度別 H28 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 15,011 ー 14,748 ー ー

指標名 年度別 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

実績値 2,188 2,159 2,214 2,079 2,226

達成率 ー ー 98% ー ー

目標値 ー 15,000 15,000 15,000

一人当たりの

市町村民所得

（千円）

目標値 ー 2,199 2,211 2,222 2,234 2,245

市内の従業者数

（人）

2,257

15,000 15,000 15,000

達成率 ー 98% 100% 94% 99.6%



政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） ９

３． 雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

１ 安定した雇用の創出と就職支援

TSMCの熊本進出による関連企業のニーズ増、それらのニーズに迅速に応えるため
、用途変更手続を経た民有地の活用、熊本県への職員派遣による情報収集及び
企業訪問機会の増加などにより、過去最高となる６件の立地協定締結を達成した
ことなどが目標を大きく上回る実績となった要因と考えられる。
今後も引き続き、民有地等を活用した誘致活動を続ける一方で並行して新規工
業団地整備のための調査事業等についても検討を進め、更なる用地確保及び企業
誘致を推進する必要がある。

商工会議所や起業家支援センター等との連携により、創業に関するセミナー等を
実施したことや、起業家支援センターに配置されているインキュベーションマネージャー
を中心に創業希望者からの相談を受けて支援を行っている。
また、「空き店舗対策事業補助金」を活用して、創業者の出店も支援しており一
定の成果をあげている（R5年度実績10件）。
新型コロナウイルスの規制がなくなったことで、飲食関係を中心に新規創業者が増
加しているものと見られる。
創業を希望する個人からの相談は多い状況ではあるが、資金調達等に苦慮してい
る状況も多く見られることから、今後は、現在の空き店舗対策事業補助金の拡充も
含めて、市としての効果的な支援策を検討していきたい。

R5年度は、新型コロナによる行動制限が解除されたが、大牟田市と連携した「地
元企業と学校の情報交換会」については、引き続きオンラインにて事業を行った。
H30年度から実施している「奨学金返済わか者就労支援事業」については、これ
まで30名以上の方が当制度を利用しており、着実に市内定住と地元雇用に繋がっ
ている。
ハローワークによる就職決定率は、新型コロナの影響が大きかったR2年度（29.5
％）、R3年度（28.7％）と比べるとR4年度は上昇しており、雇用情勢は改善し
つつあると思われる。
しかしながら、就職状況調査によると、玉名・大牟田管内の高校卒業生のうち就
職した人で、荒尾市内への就職者はわずか6％となっており、市内企業の人手不足
と人材流出への対策は今後も引き続き行っていく必要がある。

達成率

1050%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

新設・増設に伴う新規雇用者数 10人 105人

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

新規創業・事業承継件数 17件 20件 118%

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

各事務事業を通じた就職・就業決定者数 52人 69人 133%

就労系障がい福祉サービスの利用者は年々増加傾向にあり、一般就労に向けた
障がい者の訓練の場として大いに役立っていると言える。
生活困窮者・被保護者への就労支援については、有効求人倍率によって左右され
る面もあるが、就労支援員やハローワーク等とが連携して行っている。
また、障がい者雇用支援事業により事業主を支援することで、障がい者が継続して
雇用されるなど雇用の安定が図られている。
その他、ひとり親を対象とした職業訓練に関する給付金事業により、就業環境が厳し
いひとり親（特に母子家庭）の資格取得に向けた支援を行うことで、より良い条件
での就職に寄与している。
女性のキャリアアップセミナーに関しては、R5年度はパソコン資格取得講座を８回連
続講座として実施し、受講者３人のうち１人が就職に結びついている。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

ハローワークにおける市民の就職決定率 35% 31.4%（R4） 90%



政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） １０

３． 雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる

２ 生産性向上や地域経済循環による所得の向上

新型コロナウイルスの影響もあり過年度からの比較評価が難しい状況ではあるが、
R2年度に比べると増加しているものの、R6年度の目標には届いていない状況であ
る。
市内の生産性向上や地域経済循環による所得の向上に寄与するための施策とし
て、工業分野では先端設備導入計画に基づく固定資産の課税免除を行った。農
業分野では、スマート農業の設備導入支援を行うとともに、ほ場整備事業では、平
山・府本地区において土地所有者への意向調査を行った。
また、商業においては、商工会議所と連携し、キャッシュレス決済アプリの「

AraoPAY」を活用したプレミアム付商品券事業を行い、生産性の向上を試みた。
今後、産業DXの推進に基づいて、商工農業のICTや先端技術を普及させ、機

械化・自動化を進めて生産性を向上し、人材が限られた中でも持続可能な仕組み
づくりを引き続き検討する必要がある。

農業者に対して、農業の効率化や省力化等による生産力を向上させる目的で
、農業用機械の購入・施設整備等や野菜・果樹の種苗購入などへの支援を行っ
たことは成果が上がっているが、海苔の暴風被害による減収（2.3億から0.8億）
が大きく影響している。
R5年度から養殖マガキの試験販売を開始した。

達成率重要業績評価指標（KPI） 最終年度（R6）目標 R5実績

市内従業員一人当たりの市内総生産額 7,935千円 7,360千円（R3） ー

達成率重要業績評価指標（KPI） 最終年度（R7）目標 R5実績

地域経済循環率 75% 58.5％（R2） ー

道の駅あらお（仮称）の整備については、PFI事業者の再公募を実施した結
果、株式会社第一ビルサービスを代表とするグループを選定し、特別目的会社であ
る株式会社梨の花を相手方として9月に契約を締結している。
また、農水産物における地産地消では、ゆめタウンシティモールにてあらお地産地
消フェアを開催し、荒尾産の農産物の販売やマガキの試食等を実施し、農水産業
者と飲食店の取引を促進させた。
「有明エナジー株式会社」と連携したエネルギーの地産地消については、公共施
設において燃料価格等の高騰により当初と比較すると電気料金は上昇しているが
、結果的には最終保証契約よりも安価に契約しており、電気料金の削減効果と地
産地消を両立している。
実績としては、R2年度の地域経済循環率は58.5％と過年度よりも低下しており
、以前として地域経済の自立度は低い状況にあることから、エネルギーや地産地消
を推進して市内企業等の所得の増加を図りながら、地域経済循環による経済の
活性化を図る。達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

農水産業総産出額 26.6億円 24.9億円（R4） 94%

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】



政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） １１

４． あらおファンを増やすとともに、移住しやすい環境をつくる

ふるさと会員数がR4年度1,283人、R5年度1,382人と99人増。ふるさと納税リピーターがR4年度7,505人、R5年度8,003人と498人増となった。ふるさと納税自体の寄附件数が大きく
増加しており、それに比例してリピーター数も大きく増加したものの、目標は達成できなかった。今後も、あらおファンを拡大するため、またあらおファンの方に荒尾市をより深く知ってもらうため取組
を行っていく。
※目標を大幅に達成していたため目標値をR5年度から変更

目標は達成できなかったものの、移住相談会等での相談件数はR4年度67件、R5年度135件と約60件増加、お試し暮らし体験利用はR4年度6組、R5年度は10組と4組増加となって
おり、荒尾市への移住検討者が増えたのではないかと考える。
今後は、実際の移住へとつながるような移住検討者が参加する相談会への出展参加や荒尾市の強みのPR方法の検討を行う必要がある。

【数値目標の考察】

あらおファンの人数

本市への転入者数

【数値目標の達成状況】

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 1,170 2,779 5,772 8,788 9,385

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 1,757 1,627 1,392 1,635 1,587

達成率 ー 90% 76% 86% 82%

1,880 1,920 1,960

あらおファン

の人数

（人）

2,000

10,000 11,000 12,000

本市への転入者数

（人）

目標値 ー 1,800 1,840

達成率 ー 199% 340% 439% 94%

目標値 ー 1,400 1,700 2,000



政策ごとの進捗状況（数値目標・重要業績評価指標（KPI）） １２

４． あらおファンを増やすとともに、移住しやすい環境をつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

２ 本市への移住の推進

不動産関係者への周知依頼や公式LINEの制度周知に取り組んだことが成果に
つながり、目標を達成することができた。

ふるさと回帰支援センターに常駐している熊本専任の相談員及び移住コーディネ
ーターとの連携、また、移住検討者へのきめ細やかな対応が成果につながったと考え
る。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

二地域移住や住み替えの支援に関する各事務事

業を通じた移住者数
22人 61人 277%

達成率

116%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

移住促進に向けた関係深化に関する各事務事業

を通じた移住者数
6人 7人

１ あらおファンの拡大

新規会員減少の要因としては、ふるさと納税のルール改正（R5.10月）により、
12月のふるさと納税の申込者が減少したことと考える。例年12月に申込者が増加
するため、同時期の11～12月に新規会員登録者へのプレゼントキャンペーンを実
施していた。R5年度のキャンペーン期間中の新規登録者数は51人であったことから
、効果はあったものの、R5年度は制度改正前の9月までに実施する必要があったと
考える。
今後はキャンペーン期間の見直しやプレゼントを無料で提供していただける市内
事業者数をさらに増やしていけるように、スケジュールに余裕を持たせて事業を実施
していきたい。

昨年度実績（167万人）より10万人ほど増加しているが、達成できなかった要因
としては、5月に新型コロナウイルス感染症の取り扱いが5類に引き下げられたが、入
込客の回復が遅かったことが考えられる。
R5年5月以降はコロナ禍以前のように各種イベントが実施されていくことが見込める
ため来訪してみたいと興味を持っていただけるPR方法などを検討する。

昨年度実績（1,100人）より1万人ほど増加しているが、新型コロナウイルス感染
症の影響もあり、訪日自体が少なかったことが、目標を達成できなかった要因と考えられ
る。また、インバウンドに特化したバスツアー誘客事業を実施するも利用がなかった。
今後は、バスツアー誘客事業の内容を精査し利用しやすい制度へ修正を実施する。

「ラムサール湿地荒尾干潟啓発事業」、「マジャク釣り大会」において、1,770人の
来場者や参加者の獲得が出来た。「荒尾干潟」の認知度が高まり、テーラー乗車体
験やマジャク釣りといった体験型のイベントにより多くの集客が得られ、リピート率が高
いコンサートにおいても満足度が高いと考えられる。
荒尾産の農水産物を活用した販売会においては、700人の方が来場され、SNS
等を用いた周知方法により市内外の多くの集客ができ、成果につながったと考える。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

観光入込客数 212万人 1,786,651人 84%

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

外国人観光入込客数 26,000人 11,677人 45%

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

各種イベントへの参加者数 1,900人 2,470人 130%

達成率

61%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

荒尾ふるさと会員の新規登録者数 200人 121人
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５．先進的で持続可能なまちをつくる

R5年度は77％と、前年度の73.1％と比較して増加し、目標値を達成することができた。暮らしに満足している理由としては、「大きな災害が少なく安心できる」「日常の買い物が便利」「郷
土・ふるさとである」となっており、これらの項目は例年上位となっている。
今後は、より詳細に市民ニーズを把握し、幅広い政策を展開していくことで、本市での暮らしやすさに繋げていく必要がある。

年々微減傾向となっており、居住誘導区域外での開発、住宅建設もみられる。
今後、南新地土地区画整理事業の推進により中心拠点の再生を図り、居住誘導区域への定住人口の増加により数値の改善を図る。

【数値目標の考察】

荒尾市が暮らしやすいと感じている市民の割合

居住誘導区域内の人口密度

【数値目標の達成状況】

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 71.8 76.3 73.5 73.1 77.0

指標名 年度別 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

実績値 43.1 42.1 41.4 41.0 40.7

達成率 ー 97.0% 95.8% 95.6% 95.3%

達成率 ー 105% 99% 96% 100%

目標値 ー 72.5 74.0 75.5 77.0 78.5 80.0

居住誘導区域内

の人口密度

（人/ha）

目標値 ー 43.4 43.2 42.9 42.7 42.5

荒尾市が暮らし

やすいと感じて

いる市民の割合

（％）

42.3
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５．先進的で持続可能なまちをつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

事業化数の累計（スマートシティ） 5件 6件 120%

１ 暮らしやすいまちの基盤の構築

数値目標設定時の条件では南新地区画整理内に建設する道の駅の新設、保
健・福祉・子育て支援施設の移転について数値上昇の見込みであったが、現状の
事業推進計画がR8年の供用開始となったため施設の割合数が伸びなかった。
今年度以降も南新地土地区画整理事業推進に伴い、企業誘致を進め更なる
高次都市機能施設の整備促進を図る。

スマートサービスは実装に向けて、国の補助金や交付金を活用しながら実証実験
を重ね進めるため、少なくとも検討から実装まで３年程度の時間を要する。これまで
に実証実験を重ねたヘルスケア分野での事業が実装できる水準に達したことが要因
である。
次年度も、児童見守りサービスデジタルを実装する予定であり、計画に沿って事業
化を進めることでさらなる目標値達成に寄与する見込み。

新型コロナの影響による、地域イベントの自粛に伴い、大幅な参加者減となってい
たが、R5年5月に5類に移行したことにより、各地区とも概ね例年並みの開催となっ
た。このことによりR5年度の参加者数はR4年度の2,200人から大幅な増となった
ものの、コロナ禍前に実施していたイベントの中止・縮小により目標を達成することは
できなかった。
今後も市民に対し、LINE等を利用した地区活動の広報強化に努め、事業再開
を支援したい。

達成率

52.6% 46.5% 88%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

都市機能誘導区域内に立地する高次都市機能の

施設数の割合

達成率

51%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

60歳以上の市民の公共交通満足度 37% 18.7%

R5年度は、「健康づくり施策と連携したモビリティ・マネジメント」として、従来のアク
ティブシニアを対象としたモビリティ・マネジメントをリニューアルし、地域包括支援セン
ターが主催する「からだ元気教室」やその続編である「からだステップアップ教室」の参
加者を対象に、個別の生活実態に合わせた公共交通の利用方法（路線・ダイヤ
など）を提案することで、公共交通への利用転換を促すとともに、参加者に「無料
バスお試し乗車券（任意のバス停から乗降可能）」を配付した。また、おもやいタ
クシーについては、運行開始以降懸案事項であった昼間の混雑解消のため、R5
年度から常時2台体制の運行を実施した。
本市の高齢者は、日常的に自家用車を利用する方が多く、公共交通への利用
転換が十分に図れなかったことが未達成の要因であると考えられる。
今後は、R6年12月に、市民の利便性向上のため、市内循環線導入を含む路
線バスの再編を予定している。一方で、おもやいタクシー等の利用者の満足度は高
いため、引き続き免許返納対策等も含め、自家用車がなくても、安心して移動で
きる環境を構築する必要がある。

花によるまちづくり事業は、天候等による影響で花枯れが多かったことや除草が追
い付かなかったことで市民の満足度につながらなかったと考えられる。
今後は、植栽団体が無理なく管理できる程度に花壇の縮小を図る。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

地域団体が主催する事業への参加者数 13,500人 7,501人 56%

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

美しい街のイメージ 65% 57.8% 89%
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５．先進的で持続可能なまちをつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

２ 持続可能な循環社会の形成

2050年までに本市全域からの温室効果ガス排出量を実質ゼロにする具体的な
取組や削減目標を定めた実行計画を策定している（R3年度）。公共施設等で
使用する電力について、地域電力会社へ切り替え、エネルギーの地産地消を推進
している。
温室効果ガス排出量の削減に当たっては、本市の排出割合が高い運輸部門の
取組を推進するため、運輸部門協議会を設置し、第１回の会議を開催した。関
係団体等を集めた会議が開催されたことで情報の共有等を図ることができた。
太陽光発電等の再エネ施設の導入促進については、R4年度に環境省の重点
対策加速化事業の採択を受け、個人、事業者への太陽光発電、蓄電池等の設
置補助事業を実施している。R4年度は募集期間が３か月程度と短く実績が伸び
なかったが、R5年度は、市民、事業者等への周知や、申請期間を延ばすことで、
補助件数の増加につなげることができた。

ごみの排出量減量に向けて、リサイクル推進事業やコンポスト等購入補助事業に
取り組んだが、ごみの組成調査において、可燃ごみの中に混入しているリサイクル品
が11.7％と、目標の8％を超えていたことが達成できなかった原因と考えられる。
なお、R6年度からは、プラスチック類のリサイクルを開始するため、家庭から排出され
るごみの量は大幅に削減できると見込まれる。
また、今後も年数回のごみの組成調査を継続し、季節毎の可燃ごみの中のリサイ
クル品の割合を調査分析して更なるごみ減量化に取り組むとともに、出前講座など
を利用して市民に対する正しいごみ出しの啓発を図っていく。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

家庭から排出されるごみ排出量 497g/人・日 520g/人・日 96%

荒尾干潟の啓発事業として、テーラー乗車体験、サンセットカフェ＆コンサート、JR
ウォーキング等の開催により県内外から多くの方が荒尾干潟を訪れたものの、市外
からの参加者が多いことから目標値達成の要因として効果が出なかったものと考えら
れる。
しかしながら、荒尾干潟に対する親しみやすさを向上させるには、啓発事業や湿
地センター学習事業で実施している小中学生や子供を持つ親子を対象とするワー
クショップや体験学習は長期的に見て効果があると考えられ、昨年の実績値（
49.4％）からすると大きく向上していることから取組を継続して実施する。
湿地センターでは、泥塗り絵や貝殻ペイントなどの体験だけでなくタッチプールを設
置し、渡り鳥や夕日の写真などの四季を通じた展示を行い、特定の季節だけでなく
各季節の荒尾干潟の魅力を発信し、多くの方に荒尾干潟に親しみを感じてもらえ
る事業を実施していく。

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

荒尾干潟に親しみを持つ市民の割合 58% 56% 97%

達成率

102%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

荒尾市地球温暖化対策第5期実行計画に定める

温室効果ガス排出量
7,533t（R4） 7,389t（R4）
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５．先進的で持続可能なまちをつくる

【重要業績評価指標（KPI)の達成状況】

３ 災害に強いまちづくり

R5年度までに７割の地区防災計画を策定し、防災士の養成や、防犯灯のLED
化、消防消火栓の設置等を進めてきたものの、わずかに達成できなかった。要因とし
て、街灯が少ない場所があることや、近年の自然災害の被害などによる不安からの
結果ではないかと考えられる。
今後も、上記の取組みを推進し、市民が安心して暮らせるまちづくりを進めていく。

中央野原線事業は国交付金を基に整備しているが、交付額が要望額に満たない
状況である。近年の人件費や工事資材単価の高騰による事業進捗への影響が懸
念される。有明海沿岸道路整備促進について、国直轄での大幅な予算確保がなさ
れたため、早期整備が期待される。

達成率

117%

重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

整備進捗率（道路） 80% 94%

達成率重要業績評価指標（KPI） R5目標 R5実績

安心だと思う市民の割合 80% 76.9% 96%



重点戦略
「あらお未来プロジェクト」

基本施策 KPI数
達成状況

◎
(100%超)

○
(80~99%)

△
(60~79%)

×
(60%未満)

ー

１．切れ目のない充実した
子育て環境をつくる

(１)若い世代の結婚希望の実現 2 2

(２)妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 2 1 1

(３)子育てしやすい環境づくり 3 2 1

(４)魅力ある教育環境の実現 3 1 2

２．誰もがつながりを持ち、
健康でいきいきとした
暮らしをつくる

(１)健康長寿社会の実現 3 1 1 1

(２)地域共生社会の実現 4 2 1 1

(３)生涯学習の推進 3 2 1

３．雇用の確保と所得の向上で
安定した暮らしをつくる

(１)安定した雇用の創出と就職支援 4 3 1

(２)生産性向上や地域経済循環による所得の向上 3 1 2

４．あらおファンを増やすとともに、
移住しやすい環境をつくる

(１)あらおファンの拡大 4 1 1 1 1

(２)本市への移住の促進 2 2

５．先進的で
持続可能なまちをつくる

(１)暮らしやすいまちの基盤の構築 5 1 2 2

(２)持続可能な循環型社会の形成 3 1 2

(３)災害等に強いまちづくり 2 1 1

全 体 43 20 11 2 5 5

数値目標・重要業績評価指標(KPI)の達成状況一覧 １７
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